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学 会 記 事

第2 7回新潟画像医学研究会

日 時 平成4年6月27日 し土)

午後2時-/6時

会 場 新潟大学医学部 大講義室

演 題 1

1)当科における経静脈性造影 CT検査時の副
作用の検討

高瀬 裕志
外山三智雄
江口 徹 ∴ 一 :_∴ ∴ 一一

近年,歯科僚域でもCl'装置の普及が進み,歯科放

射線科医が経静脈造影CT を施行する槻会も増えつつ

ある.本検査は,歯科領域で行 う他の造影検査と比較 し

て,造影剤による副作用の発現頻度が高 く,また,歪璃

な副作用の発現も予想される.そこで,造影剤による副

作用について十分に検討 しておく必要があると思われる.

今回は,これまで当科で施行 した経静脈造影 CT につ

いて,副作用の頻度,種類,処置とその予後を調べた.

対象は,.1983年11月から1992年 5月までに当科で経

静脈造影 CT を行った 988例で,造影剤はコソレ†ま

たはオムニパーク 300を使用 した.造影剤の投与方法

は,急速静注 ･点滴併用法を用いた.

結果は,当科における経静脈造影 CI､検査時の副作

用は軽症の場合が多く, イオン性造影剤と比べ非 イオン

性造影剤では,副作用はさらに軽度となる傾向にあった.

2)急性肝炎に合併 しノた肝門部腫癌性病変の
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( 同 内科)

急性肺炎症状を呈 LCTで揮上線から肝下面におよ

ぶ腫癌を認めた1例を提示 した.症例は69歳,女性.胆

嚢炎と高血圧の既往がある.家族歴では特記すべきこと

なし.平成 3年5月18日夕食後上腹部痛,悪心,晦吐出

摘され急性肝炎の疑いで入院 した. 入院時 GOT.GFr,

LDH,ALP,㍗-GTP,BUN,Creの増加や尿蛋白も

指摘 された.ERCPでは胆嚢の萎縮の他挿管の異常や

陣胆管合流異常,結石はなく,Gaシソチでは肝両葉の

腫大はあるが肝の異常集積はなかった.腹腔動脈撮影で

は肺動脈の不整像の他異常がなかった.CTでは陣上線

から肝左葉下面におよぶ 6-7cm の腫癌を認め悪性

リンパ腫が疑われた.平成3年 7月10日開腹手術をした

が,同部には超母指頭大の壊死性の腫癖 しか認められず,

病理学的にも良性で病凶は不明であった.肝門部の病変

は良悪性の鑑別,手術術式の決定上画像診断は極めて重

要で今後も診断上注意すべき病変と考えられた.

3)子官平滑筋肉腫の 2例

･一:!!{!･: i:･､,il毒.I′ノ:i.一･一1--:I:I.I;!黒 十 ~･'一一 ･.

須藤 寛人 ･安達 茂寮 ( 同 産婦人科)

子宮肉腫の術前診断は困難であることが多い.この原

因としては,ひとつには,症状 ･徴候が子宮筋腫のそれ

と類似 していることであり,もうひとつには,腹部 ･頚

管スメ了が無効であることが多いことがか 1'られる.

今回我々の施設で. 2例の子宮平滑筋肉腫を経験 し,

術前の画像所見を検討することができた. MRlでも,

信号のみからは,筋腫との鑑別が不可能であった. しか

し. 急速に増大する骨盤内腫癖 という臨床症状に加え,

症例1では肺転移が見られ 症例2では,子宮と連続す

る細い茎を確認でき子宮肉腫と診断 しえた.

画像診断は,病巣の進展度の把握や,瞳揚が子宮由来

であることの確認に有効と考えられた.

4)CT に よるる傍耽癌の示現と局所進展に関

する検討
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(同 泌尿器科)

(同 病理)

平成 3年 l月より4年 3月までの間をこ新潟市民病院泌

尿器科に膜状腫癌で入院歴のある27名,のベ 44CT 症

例を検討 した.前処置ではオリーブ油注入法24例,造影

剤希釈液注入法14例,前処置なし6例であった.それぞ

れ患者の体位,CT 画像上の腫癌径,局在,局所壁進展

を検討 した.側壁病変は前処置の種類のいかんに関わら

ず比較的小さな腰痛まで描出れさたが,後壁病変は造影


